












子供の問題行動や小児心身症を理解する場合、家族力動を的確に把握する必要があること

は、周知の事実である。そのために、従来より、親子関係理解のためのいくつもの調査法

が考案されている。しかし、それらは、臨床場面で使用するには難がある。臨床場面で要

求されるテストの条件としては、①短時間に、②誰にでも使用出来、③家族力動を、より

具体的に把握出来、④そのテストを施行することにより、面接を円滑に進める手段にもな

ることである。 

そこで筆者らは、上記の条件を満たすテストの考案に取り組み、家族間の「心理的距離テ

スト」を作成した。このテスト作成の根拠として、家族のメンバーが心の中に持っている

各メンバーへの期待や感情などは、メンバー間の物理的、空間的距離の取り方と視線に反

映される。そこで、①メンバー間の物理的、空間的距離と、②視線の向きを捉えることで、

メンバー間の心理的距離、更に家族システムが具体的に明らかに出来るだろうと考えた。 

現在までの研究では、家族システムの中のサブシステムとしての母子相互作用に焦点をあ

て、テストの妥当性について検討してきた。筆者らは、このテストが母子相互作用の測定

に妥当なものとの結果を得たので、さらに、①母親の子供に対する距離の取り方の類型化、

②発達との関連などについて様々な知見を得た。 

筆者等は、そうした結果をもとに、数多く症例にこのテストを実施し、親の指導・治療に

役立ててきた。更に、このテスト法に若干の修正を施して、父子関係や夫婦関係(家族シス

テム)を捉える試みも行っている。 

この報告では、1)母親の子供に対する距離の取り方の歴史的な変化、2)継続的な面接治療

に伴う母子関係の変化とテスト結果の関連、3)母親の子供に対する距離の取り方と、家族

の他の人々に対する距離の取り方との関連について述べ、4)このテストを日常の臨床の中

で、どのように活用していくかについて考える。 


